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保

険

機

構

に

於

げ

る

資

本

西

藤

雅

夫

保
険
は
、
本
来
、
貨
幣
白
交
流
の
機
構
と
し
て
、
こ
れ
を
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
一
五
ふ
ま
で
も
友
く
、
保
険
事
業
は
、

ν、
l土

ゆ
る
保
険
関
係
に
よ
り
て
成
立
つ
。

E

D
闘
係
は
、
多
数
の
加
入
者
が
、
保
険
企
業
に
封

L
て
貨
幣
た
る
保
険
料
を
沸
込
み
‘
保
険

企
業
は
、
己
れ
が
集
積
の
う
ち
か
ら
、
保
険
事
件
の
費
生
を
保
件
と
し
て
、
加
入
者
に
封
し
て
貨
幣
た
る
保
険
金
主
支
抑
ふ
、

と
↓
古

ふ
闘
係
で
あ
る
。

保
険
関
係
に
於
貯
る
、
斯
〈
の
如
き
貨
幣
の
授
受
は
、
こ
れ
を
交
換
と
は
見
難
い
。
査
し
、
保
険
料
を
排
込
み
た
る
加
入
者
自
ず

べ
て
に
劃
し
て
、
保
険
事
件
が
裂
仲
買

L
、
従
ひ
て
保
険
金
が
支
梯
は
れ
る
、

と
は
隈
ら
た
い
か
ら
で
あ
る
。
保
険
は
正
し
く
、
交
換

• 

に
あ
ら
ざ
る
、
貨
幣
の
交
流
の
機
構
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
、
己
、
に
於
て
交
流
す
る
も
の
は
曜
純
な
る
貨
幣
に
止
る
か

Q

そ
れ
は
、

資
本
た
る
性
格
を
持
た
ざ
る
も
の
で
あ
る
か
。
い
ま
、
若
し
、
貨
幣
た
る
保
険
料
と
保
険
金
が
、
何
等
か
白
槻
賭
か
ら
資
本
た
り
符

る
た
ら
ば
、
保
険
は
、
や
が
て
、
資
金
の
交
流
の
機
構
と
た
る
詳
で
あ
る
。

掠
て
、
貨
幣
は
債
値
の
具
現
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
増
殖
の
過
程
に
あ
る
と
き
、
扱
言
す
れ
ば
、
利
潤
の
遁
求
の
意
岡
山

も
と
に
置
か
れ
る
と
雪
、
資
本
た
る
資
格
を
獲
得
す
る
。
而
か
も
、
そ
れ
が
貨
幣
た
る
白
鞘
に
於
て
、
特
に
、
資
金

(F宮
E
1
3

と
名
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
資
金
た
る
一
貨
幣
と
、
然
ら
ざ
る
貨
幣
と
は
、
そ
白
貨
幣
た
る
寅
憶
に
於
て
は
・
別
段
に
相
異
る
も
の

惇
険
槽
構
忙
於
け
る
費
本

品
揮
者
十
二
審

=一七五

官事

競

九



保
険
棚
橋
に
於
け
る
責
本

第
五
十
二
容

七
六

第

競

ノι

で
は
な
い
。
然
ら
ば
、
保
険
に
あ
り
で
は
、
貨
幣
と
し
て
の
保
険
料
と
保
険
金
は
、
如
何
に
し
て
資
金
と
友
り
得
る
か
η

一
般
に
保
険
料
と
名
付
け
ら
れ
る
も
の
は
、
純
保
険
料
と
附
加
保
険
料
と
忙
分
た
れ
る
。
前
者
は
、
そ
れ
の
集
積
が
、
結
局
保
険

金
『
と
し
て
支
排
ひ
っ
く
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
、

こ
の
弊
務
に
必
要
左
右
約
費
の
分
捨
で
あ
る
。
モ
れ
故
に
、
保
険
に
於

て
は
、
貨
幣
の
交
流
は
、
純
保
険
料
よ
り
保
険
金
に
至
る
と
、
附
加
保
険
料
よ
り
保
険
の
弊
務
に
至
る
と
の
、
一
つ
の
系
統
の
も
と

に
と
れ
を
考
察
す
る
己
と
が
出
来
る
。

己
の
二
つ
の
系
統
は
、
概
念
的

ιは
別
個
の
も
の
で
あ
る
が
、
甥
責
に
は
、
然
く
切
り
離
し
得
る
諜
で
は
た
い
。
前
者
は
保
険

ω

本
質
を
形
づ
く
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
と
れ
を
現
賓
に
質
ら
す
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
保
険
の
本
質
と
し
て
の
、
純
保
険

• 

料
よ
り
保
険
金
に
重
る
貨
幣
の
気
流
が
、
事
業
と
し
て
行
は
れ
る
た
め
に
は
、
附
加
保
険
料
よ
り
保
険
の
弊
務
に
至
る
貨
幣
の
交
流

を
、
媒
介
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
故
に
、
保
険
に
於
一
し
交
流
す
る
貨
幣
が
、
資
金
と
在
る
が
た
め
に
は
、
十
引
の
で
つ
の
系
統
に

於
て
、
そ
れ
ん
¥
、
利
潤
の
追
求
が
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

ま
づ
、
第
て
ω
系
統
に
就
て
巧
察
じ
ゃ
う
。
己
也
、
に
あ
り
で
は
、
多
数
の
加
入
者
に
上
り
て
排
込
ま
れ
る
純
保
険
料
は
、
保
険
企

業
に
よ
り
て
集
積
せ
ら
れ
、
責
任
市
備
金
と
な
る
。
そ
れ
は
、
或
る
期
間
白
絞
過
の
後
、
保
険
事
件
の
後
生
を
僚
件
と
し
て
、
相
聴
か

れ
早
か
れ
、
保
険
金
と
し
て
支
排
ひ
っ
く
さ
れ
る
。
と
の
際
、
保
険
料
理
台
保
険
金
と
は
、
全
般
と
し
て
相
等
し
き
告
で
あ
る
。
己
h

に
あ
り
で
は
、
貨
幣
が
、
た
w
h

、
保
険
料
よ
り
責
任
準
備
金
、
責
任
準
備
金
よ
り
保
険
金
と
、
そ
の
委
を
か
へ
る
己
止
に
よ
り
て
、

交
流
す
る
こ
と
L
た
る
。

保
険
の
本
質
は
、
賓
は
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
て
可
能
で
あ
る
。
然
し
乍
ち
、
資
際
に
は
、
責
任
準
備
金
は
、
保
険
金
支
捌
ひ
ま
で



の
期
間
、
保
険
企
業

ιよ
り
て
迩
川
せ
ら
れ
る
。
己
白
蓮
川
は
、
あ
る
大
い
き
の
利
潤
を
生
む
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
多
か
れ
ψ

か
れ
、
遡
り
て
、
保
険
料
の
う
ち
に
織
込
ま
れ
、
保
険
料
と
こ
の
利
潤
止
が
、
合
慨
し
て
保
険
金
に
等
し
か
ら
し
め
ら
れ
る
。
こ
の

己
と
が
、
生
命
保
険

ι於
て
足
も
顕
著
な
る
は
、
同
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。

t
H
任
準
備
金
の
運
川
に
よ
り
て
粛
ら
さ
れ
る
利
潤
に
就
て
は
、
司
令
の
一
部
分
が
、
保
険
企
業
の
利
締
金
と
な
り
、
更
に
そ
の
う
ち

の
あ
る
も
の
は
、
企
来
の
内
部
に
皆
保
せ
ら
れ
て
、
責
任
準
備
金
井
相
合
し
ず
、
運
用
せ
ら
れ
る
己
と
h

た
る
で
あ
ら
う
。
と
己
ろ

で
、
保
除
に
あ
り
で
は
、
責
任
準
備
金
の
建
問
に
よ
り
て
生
宇
高
利
潤
は
、
本
来
、
保
険
に
於
け
る
企
業
と
し
て
の
利
潤
で
は
な
い
。

保
際
に
於
け
る
企
業
と
し
て
の
利
潤
は
、
責
任
準
備
金
の
運
同
に
於
て
、
そ
の
一
議
定
利
潤
を
偶
々
超
過
す
る
と
こ
ろ
の
、
利
潤
成
結

を
皐
げ
得
た
る
場
合
の
、
そ
の
超
過
分
と
、
経
費
の
八
月
捻
と
し
て
の
附
加
保
険
料
と
に
、
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

然
し
乍
ら
、
と
も
品
川
、
い
且
任
準
備
金
の
運
用
に
滑
目
す
る
限
り
、
利
潤
の
氾
求
は
存
品
ず
る
。
保
険
料
と
保
険
全
と
は
、
正
し
〈

斯
る
過
程
に
於
て
交
流
す
る
の
で
あ
る
。
曹
、
P
K
於
て
、
そ
れ
ら
は
、
資
金
た
る
性
栴
を
持
つ
。
か
〈
て
、
保
険
に
あ
り
て
は
、
資

金
は
、
保
険
料
と
保
険
金
と
し
て
交
流
す
る
の
で
あ
る
が
、
己
れ
を
或
る
時
拙
比
於
て
、
企
業
の
財
産
と
し
て
白
察
す
る
友
ら
ぽ
、

そ
れ
が
、
責
任
準
備
金
と
名
付
け
ら
れ
る
も
の
に
外
注
ら
な
い
。
そ
れ
故
に
、
保
険
の
機
構
は
、
責
任
準
備
金
の
生
成
消
滅
心
機
榊

で
あ
る
と
一
古
び
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

斯
く
の
加
〈
に
し
て
、
責
任
準
備
金
の
運
別
主
取
り
入
れ
る
た
ら
ば
、
保
険
料
は
、
モ
れ
の
直
前
の
す
が
た
と
し
て
、
保
険
金
は

そ
れ
め
直
後
の
す
が
た
と
し
て
、
そ
れ
ん
¥
資
金
と
な
る
。
と
の
と
と
は
、
飽
く
ま
で
、
保
険
企
業
の
立
場
か
ら
の
考
察
で
あ
る
。

そ
れ
ら
が
、
加
入
者
の
立
場
か
ら
、
資
金
と
在
る
か
否
か
は
、
問
ぶ
と
と
ろ
で
は
な
い
。
い
ま
、
技
々
は
、
斯
る
資
金
山
交
流
を
、

資
本
の
循
環
と
し
て
把
握
す
れ
ば
、
と
れ
を
次
の
如
〈
に
、
現
は
す
と
と
が
出
来
ゃ
う
。

枠
除
揖
構
に
於
け
る
資
本

、

骨
五
!
三
春

七
一じ

害事

故
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J 

保
険
揖
棒
に
世
け
る
安
本

第
五
寸
二
巷

平一七八

樺

量魔

九
四

。
同

W
I
l
l問
、
(
男
+
同
)

口

右
に
於
て
、

。
、
回
、
問
、
与
の
、
は
、
そ
れ
ん
¥
、
純
保
険
料
、
運
用
直
前
の
責
任
準
備
金
、
運
別
直
後
の
責
任
準
備
金
、
運
用
の

利
潤
友
ら
ぴ
に
保
険
金
を
一
析
す
。
己
れ
に
よ
り
て
知
ら
れ
る
が
如
く
、
保
険
料
の
掛
込
み
は
、
資
本
白
形
成
を
意
味
し
、
保
険
金
の

支
排
ひ
は
、
そ
白
分
解
を
意
味
す
る
。
こ
む
と
と
が
右
に
蓮
ペ
た
る
と
己
ら
の
、
責
任
準
備
金
の
生
成
と
消
械
で
あ
る
。
た
ピ
、
己

山
場
合
、
資
本
の
分
解
と
し
て
む
保
険
金

ω支
捌
ひ
は
、
モ
れ
が
支
川
た
る
の
罰
に
着
目
す
れ
ば
、
特
に
費
川
(
開
。
母
国
)

と
た
る
。

斯
く
の
如
き
資
金
の
交
流
を
、
現
貫
に
賓
ら
す
と
こ
ろ
心
持
務
は
、
正
に
保
険
金
業
の
捉
担
い
す
る
と
と
る
で
あ
る
。
い
ま
、
こ
の

僻
労
務
白
提
供
は
、
生
産
と
考
へ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
友
い
。

一
般
に
‘
生
産
は
二
定
の
財
の
結
合

K
4
qて
、
更
に
大
た
る
設
用
主
持
つ
と
と
ろ
の
、
財
の
獲
得
で
あ
る
。
己
白
財
が
、
土
引
形

た
る
か
無
形
た
る
か
は
、
元
よ
り
問
ふ
と
こ
ろ
で
は
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
穀
則
は
、
貨
幣
絞
摘
に
あ
り
て
は
、
債
格
を
以
て
己

れ
を
測
る
の
外
は
た
い
。
四
時
て
、
企
業
に
あ
り
て
は
生
産
は
、
利
潤
を
皐
ぐ
べ
き
技
術
過
程
で
あ
る
。
と
h

に
あ
り
で
は
、
牧
続
が

費
用
よ
り
も
大
た
る
が
如
〈
に
、
射
が
結
合
せ
し
め
ら
れ
る
。
企
業
は
、
云
は
ピ
牧
利
性

(
E
S
E
t
-
z
g
を
追
求
す
る
こ
と
に
上
り

て
、
生
産
性

(po含
E
Z
E
C
E寅
現
す
る
白
で
あ
る
。
こ
れ
を
逆
に
、
生
産
性
の
賓
現
に
よ
め
て
、
牧
利
性
を
追
求
す
る
、
と
E
う

て
も
差
支
へ
は
な
い
同

然
る
に
、
保
険
に
あ
り
で
は
、
財
と
考
へ
ら
れ
る
も
の
は
、
本
来
取
扱
は
れ
な
い
の
で
あ
る
。
一
冗
よ
り
保
険
金
の
支
沸
ひ
を
、
保

険
料
に
封
し
て
貸
ら
れ
る
と
こ
ろ
白
、
財
と
見
る
と
と
は
、
必
宇
し
も
不
可
能
で
は
友
い
。
然
し
乍
ら
、
と
h

甘
い
・
出
意
ず
べ
き
は
、

と
の
財
は
、
資
は
、
モ
の
刻
僚
た
る
保
険
料

K
Z
り
て
構
成
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
。
斯
〈
し
て
、
保
険
に
あ
り
て
、
財
と
見
ら

れ
る
も
の
存
布
し
難
し
と
す
れ
ば
、
己
の
企
業
に
取
り
で
は
、
生
涯
は
あ
り
得
な
い
こ
介
、
在
る
ョ



と
こ
る
が
、
責
任
準
備
金
の
運
用
ほ
、
利
潤

E
生
む
。
い
ま
、
こ
の
執
の
み
を
取
り

K
ぐ
る
な
ら
ば
、
放
用
の
増
大
が
認
め
ら
れ

る
か
ら
、
己
れ
が
一
艇
は
生
産
と
見
ら
れ
な
い
静
で
は
友
い
。
然
し
乍
ら
、
と
れ
は
さ
き
に
運
べ
た
る
が
如
く
、
保
険
に
取
り
で
は

第
一
義
的
で
は
な
く
、
従
ひ
て
本
質
的
友
る
こ
と
が
ら
で
は
な
い
。
葺

L
、
加
入
者
は
、
必
中
し
も
、
己
の
巴
と
の
み
を
目
的
と
し

て
、
保
険
閥
係
に
入
り
来
る
も
白
で
は
た
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
も
/
¥
、
生
産
は
、
企
業
に
取
り
で
は
、

を
の
燐
り
て
立
っ
と
こ
ろ
白
技
術
的
過
程
で
あ
る
。
と
れ
を
他
而
よ
り
見
れ
ば
、
人

そ
が
企
業
の
提
供
ナ
る
財
を
、
そ
れ
丈
け
の
傾
格
を
以
て
買
入
れ
る
と
と
を
意
味
す
る
。
己
の
一
場
合
、
企
業
の
目
的
と
す
る
と
と
ろ

は
、
こ
の
債
格
と
、
生
産
忙
必
要
在
る
費
川
と
の
差
額
と
し
て
、
利
潤
を
皐
ぐ
る
に
あ
る
。
と
己
ろ
で
、
責
任
準
備
金
は
、
五
ふ
士

で
も
た
く
、
保
険
料
を
封
債
と
し
て
費
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
保
険
に
あ
り
で
は
、
如
何
在
る
意
味
に
於
て
も
、
生
産
あ
り
と
は

見
難
い
の
で
あ
る
。

保
険
が
、
資
金
の
交
流
の
機
構
た
る
所
以
は
、
責
任
準
備
金
の
運
用
に
よ
り
て
‘
利
潤
が
皐
げ
ら
れ
る
の
貼
に
あ
る
。
然
し
乍
ら
、

こ
の
利
潤
は
、
賓
は
.
企
業
の
利
潤
を
形
づ
く
る
も
の
で
は
危
い
。
そ
れ
故
に
、
保
険
の
持
務
は
、
本
来
生
産
品
刊
の
賓
現
で
も
な
〈
、

ま
た
収
利
性
の
追
求
で
も
友
昔
、
資
金
の
目
父
流
の
操
作
(
F
F
7
5
5
)
で
あ
る
と
、
見
ざ
る
を
得
在
い
の
で
あ
る
。

次
に
、
第
二
白
系
統
に
就
て
考
察
し
ゃ
う
♂
同
時
て
、
斯
〈
の
如
き
操
作
が
合
業
・
と
し
て
行
は
れ
る
限
り
、
そ
れ
は
云
ふ
ま
で
も
註

〈
、
費
用
の
支
排
の
も
と
に
於
て
Y

あ
る
。
と
れ
に
充
首
せ
ら
れ
る
も
の
と
し
て

一
方
に
於
て
附
加
保
険
料
が
あ
り
、
他
方
に
於

て
自
己
資
本
(
株
式
組
輸
に
あ
り
で
は
株
金
、
相
互
組
織
に
あ
り
で
は
基
金
)
が
あ
る
。
保
険
企
業
が
、
斯
る
自
己
資
本
の
一
外
に
、
枇
債
や
併

入
金
な
ど
の
他
人
資
本
を
持
つ
こ
と
は
、
法
制
的
に
は
妨
ぐ
る
と
こ
る
で
は
た
い
け
れ

E
も
、
と
の
企
業
は
、
本
来
、
貨
幣
の
授
受

樺
険
欄
構
に
於
け
墨
賛
本

第
五
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を
業
務
と
ナ
e
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
と
と
は
枇
合
的
た
る
信
認
に
影
響
す
る
。
そ
れ
此
に
、
現
寅
に
は
、
企
業
の
資
本
は
、
保
険

料
を
除
き
で
は
、
自
己
資
本
に
限
ら
れ
る
こ
と
与
な
る
。
己
の
黙
に
於
て
は
、
保
険
事
業
社
銀
行
事
業
と
如
、
似
す
る
。

何
時
て
、
附
加
保
険
料
と
白
己
資
本
と
は
、
相
合
し
て
、
さ
ま
す
主
の
形
を
取
り
、
或
ひ
は
建
物
什
器
た

E
の
物
的
施
設
と
た
り
、
'

或
び
は
持
働
と
た
る
。
然
し
乍
ら
、
大
醐
曜
に
於
て
、
自
己
資
本
は
同
定
的
費
用
に
、
附
加
保
険
料
は
流
動
的
費
用
に
、
そ
れ
ぞ
れ
擬

向
け
ら
れ
る
。
と
己
ろ
で
、
こ
り
己
と
が
企
業
の
利
潤
を
目
的
止
す
る
こ
と
、
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
保
険
企
業
は
、
そ
れ
白
鞘
は
牧

利
性
白
迫
求
に
あ
ら
ざ
る
と
こ
ら
の
持
務
の
提
供
に
よ
り
て
、
牧
利
性
を
追
求
す
る
の
で
あ
る
α

己
、
に
於
て
、
附
加
保
険
料
と
白
己
資
本
と
は
、
車
な
る
貨
幣
た
る
に

K
ら
や
、
資
金
た
る
性
格
を
持
つ
。
換
一
目
す
れ
ば
、
附
加

保
険
料
の
悌
込
み
は
、
企
業
に
取
り
で
は
.
資
本
の
形
成
に
外
な
ら
な
い
が
》
白
己
資
本
の
調
達
も
、
ま
た
同
様
で
あ
る
。
た
ピ
後
者

に
就
て
は
、
経
替
の
進
展
に
作
ひ
て
、
利
潤
よ
り
の
皆
保
部
分
が
、
こ
れ
に
附
け
加
へ
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
資
本
は
、

や
が
て
、
分
解
し
て
、
保
険
の
持
務
と
な
る
。
そ
れ
が
印
ち
、
第
一
の
系
統
た
る
本
質
を
、
現
寅
に
膚
ら
す
と
と
を
意
味
す
る
の
で

あ
る
。
期
ー
し
て
、
第
二
心
系
統
に
あ
り
で
は
、
資
本
白
循
績
は
、
突
の
如
〈
に
現
は
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

。，
V

D
凶

問

。d
]円

八
時

め
に
於
て
、

(いさむ凶、

F
r冨
L
h
は
を
れ
ぞ
れ
、
自
己
資
本
、
附
加
保
険
料
、
企
業
利
潤
、
保
険
の
弊
務
、
物
的
施
設
な
ら
び

に
持
働
を
一
川
ナ
。
己
、
に
於
て
注
意
す
べ
き
は
、
附
加
保
険
料
が
資
本
と
し
で
形
成
せ
ら
れ
る
過
程
(
♂

。
担

に
は
、
既
に
、
企

業
の
利
潤
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
と
と
で
あ
る
。

ゐ
よ
そ
、
企
業
の
利
潤
は
、
収
録
と
費
川
と
り
差
額
と
し
て
現
は
れ
る
。
費
用
は
、
企
業
の
提
伏
す
る
給
付
の
う
ち
に
、
融
け
入



る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
の
封
債
と
し
て
の
牧
篠
山
う
ち
に
、
企
業
の
利
潤
が
存
布
す
る
脅
で
あ
る
。
こ
り
際
、
牧
ハ
仕
と
費
用
と
が
時

山
的
に
前
後
す
る
己
と
は
、
放
て
問
題
で
は
左
い
。
己
れ
を
保
険
に
就
て
見
れ
ば
、
附
加
保
険
料
は
正
し
く
牧
盆
で
あ
る
が
、
而
か

も
、
モ
れ
は
、
費
用
た
る
保
険
の
持
務
に
舟
立
ち
て
現
は
れ
る
己
主
L
た
る
。

保
険
は
、
右
白
如
く
に
し
て
資
金
白
交
流
の
機
械
と
し
で
、
こ
れ
を
珂
解
ナ
る
と
と
が
出
来
る
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
資
本
・

の
形
成
と
そ
の
分
解
白
機
構
で
あ
る
。
こ
の
機
構
に
於
て
は
、
資
本
の
循
環
は
、
二
つ
白
系
統
の
も
と
に
、
而
か
も
不
可
分
の
も
の

と
し
て
巧
へ
ら
れ
る
り
で
あ
る
。

「
。
:
同
i
l
l
岡
、
。
、

-
m
v
p
F八
時

と
と
る
で
、
こ
白
二
つ
の
一
系
統
に
於
け
る
資
本
の
交
流
は
、
無
保
件
に
資
本
の
循
壌
と
見
ら
れ
る
で
あ
ら
う
か
。
次
に
は
、
と
れ

に
就
て
問
題
と
し
ゃ
う
。四

拐
で
、
資
本
は
利
潤
を
生
む
と
こ
る
の
債
値
で
あ
る
。
と
の
利
潤
は

一
般
に
経
健
在
名
付
け
ら
れ
る
と
己
ろ
の
、
技
術
的
過
稗

を
媒
介
と
し
て
追
求
せ
ら
れ
る
。
企
業
は
、
そ
の
個
有
の
一
技
術
的
過
程
に
、
偵
値
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
て
、
利
潤
を
皐
げ
、

資
本
は
苅
る
も
白
と
し
て
、
企
業
白
内
部
に
於
て
循
環
す
る
の
で
あ
る
。
と
と
ろ
で
、
と
の
技
術
過
程
は
、
或
ひ
は
生
産
土
呼
ば
れ

る
も
の
た
る
と
と
あ
り
、
或
ひ
は
商
業
と
名
付
け
ら
れ
る
も
の
た
る
己
と
あ
り
、
或
ひ
は
金
融
と
稽
せ
ら
れ
る
も
白
た
る
こ
と
が
あ

る
。
モ
れ
ら
に
於
け
る
資
本
の
循
環
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
如
く
に
現
は
さ
れ
得
る
で
あ
ら
う
。

。
者
〈
同
吋

者

。
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と
れ
に
よ
り
て
知
ら
れ
る
如
く
、
資
本
の
循
環
に
於
け
る
始
貼
と
終
献
と
は
、
貨
幣
経
済
白
組
織
の
も
と
に
あ
り
で
は
、
常
に
貨

特
の
形
で
ト
仔
十
代
寸
る
。
資
本
白
循
環
は
、
リ

l
ガ

l
(
垣
間
A
2
)
心
云
ふ
が
如
く
、

そ
の
北
術
的
過
程
の
如
何
に
拘
ら
L
Y
、
貨
幣

よ
り
貨
幣
へ
白
再
特
化

ι、
そ
の
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

資
本
白
循
還
を
、
斯
〈
の
如
き
方
式
に
よ
り
て
考
察
す
る
は
、
資
本
を
白
己
運
動
す
る
も
の
と
見
た
る
結
果
で
あ
る
。
と
の
起
動

を
硯
寅
に
可
能
な
ら
し
む
る
は
、
一
五
ふ
ま
で
も
た
〈
企
業
の
操
作
で
あ
る
。
そ
と
で
斯
る
賭
よ
り
見
る
た
ら
ば
、
資
本
の
循
犠
の
的

臨
に
於
て
、
貨
幣
の
説
は
れ
る
己
と
は
、
資
本
の
調
達
を
意
味
し
、
そ
れ
が
さ
ま
ざ
ま
に
婆
を
代
ふ
る
己
と
は
、
資
本
の
投
下
に
外

な
ら
な
い
。
己
れ
に
劃
し
て
、
終
附
制
に
於
て
貨
幣
白
現
は
れ
る
己
と
は
、
資
本
の
岡
牧
で
る
る
。
そ
れ
放
に
、
資
本
の
循
環
は
、
資

本
の
一
訓
建
な
ら
び
に
投
下
と
そ
の
悶
牧
の
、

一
聯
の
結
び
付
昔
冒
と
し
て
現
解
せ
ら
れ
る
白
で
あ
る
。

と
む
こ
と
を
、
更
に
他
の
国
土
り
見
る
た
ら
ば
、
そ
れ
は
費
用
の
支
排
と
牧
ハ
祉
の
寅
現
と
の
、

一
一
聯
白
結
び
付
き
で
あ
る
。
企
業

は
そ
り
技
術
的
過
程
の
途
行
の
た
め
に
、
そ
の
資
本
を
費
川
の
支
緋
に
振
常
て
・
己
れ
を
牧
ハ
耐
の
寅
現

ιよ
か
り
で
償
ふ
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
右
白
方
式
に
就
て
見
れ
ば
、
資
本
の
調
達
左
ら
び
に
投
下
は
、
品
質
問
の
支
緋
で
あ
り
、
資
本
の
同
収
は
、
収
録
の
賓
現
に
外

な
ら
左
い
。

そ
れ
故
に

一
般
に
資
本
の
循
環
に
あ
り
て
は
、
そ
の
始
臨
に
現
は
れ
る
も
の
が
同
時
に
終
結
に
現
は
れ
る
も
の
で
あ
る
と
一
五
ふ

が
如
き
は
、

そ
れ
自
問
と
し
て
、
あ
り
得
ぺ
か
ら
ぎ
る
と
と
で
あ
る
。
印
ち
例
へ
ば
資
本
の
調
達
な
ら
び
に
投
下
が
、
そ
の
士
、
牧

一
仕
の
一
貫
現
と
は
な
り
得
な
い
。
然
る
に
恰
も
己
の
と
と
が
保
険
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
期
る
意
味
に
於
て
、
保
険
に
於
け
る
資
本



• 

吋
循
環
は
、
こ
れ
を
一
般
の
慨
念
で
は
律
し
得
す
る
、
特
殊
の
も
の
と
考
へ
る
か
、
む
し
ろ
準
み
て
、
資
本
山
循
環
と
見
ざ
る
と
と

が
池
山
品
で
あ
ら
う
。

ま
づ
、
第
一
の
系
統
に
あ
り
で
は
、
そ
の
始
鼎
に
於
て
貨
幣
の
硯
は
れ
る
と
と
は
、
賓
は
牧
ハ
廿
の
賢
明
で
あ
る
。
荒
し
、
企
業
に

取
り
て
牧
入
た
る
も
の
は
、
と
れ
を
措
い
て
は
存
布
L
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
己
れ
に
針
し
て
、
終
掛
に
於
て
貨
幣
の
現
は
れ
る
こ

と
は
、
賀
川
の
支
排
主
意
味
す
る
。
市
直
し
支
山
川
た
る
も
の
は
、
と
れ
の
外
に
は
あ
り
得
友
い
か
ら
で
あ
る
。
保
険
に
あ
り
で
は
、
資

本
の
循
環
は
、

一
般
の
揚
合
と
相
異
り
て
、
ま
づ
牧
谷
の
賓
預
が
あ
り
、
そ
の
後
に
費
川
の
支
緋
が
あ
る
。

然
し
乍
ら
、
牧
錠
た
る
の
意
義
は
、
必
宇
し
も
、
そ
れ
が
牧
入
た
る
の
尉
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
本
来
、
‘
そ
れ
と
費
用
具
」

，
 

の
差
制
と
し
て
の
企
業
利
潤
を
生
む
の
知
に
あ
る
。
と
と
ん
が
、
保
険
忙
あ
り
で
は
、
〈
り
返
し
迅
ぷ
る
が
如
く
、
こ
の
こ
と
が
な

い
。
そ
れ
故
に
、
第
一
白
系
統
に
就
て
は
、
始
附
却
に
於
け
る
保
険
料
た
る
貨
幣
は
、
と
れ
を
牧
続
と
見
守
、
と
れ
に
針
舷
し
て
、
終

肌
に
於
け
る
保
険
金
た
る
貨
幣
は
、
己
れ
を
費
用
と
考
へ
ざ
る
乙
と
が
正
し
い
で
あ
ら
う
。
そ
れ
は
む
し
ろ
、
単
な
る
投
入
と
支
出

と
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
斯
る
意
味
に
於
付
る
牧
訴
は
、
資
本
の
調
達
た
ら
び
に
投
下
で
あ
る
。
純
保
険
料
は
、
企
業
に
於
て
は
、
資
本
と
し

て
受
取
ら
れ
る
。
と
れ
が
即
ち
調
建
で
あ
る
。
己
の
資
本
は
や
が
で
、
責
任
準
備
金
に
椛
成
せ
ら
れ
る
。
邸
ち
投
下
で
あ
る
。
蓋
し

純
保
険
料
は
、
支
任
準
備
金
の
迩
則
に
着
目
す
る
限
り
、
利
潤
を
生
む
悦
備
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
、
己
i
h

に
投
下
と
云

ふ
も
、
そ
れ
は
単
に
資
本
の
形
態
心
経
化
を
意
味
し
、
そ
れ
が
交
換
に
J
り
た
る
結
果
で
は
な
い
。
と
り
貼
に
於
て
は
資
本
の
投
下

は
、
本
来
の
意
味
の
も
の
で
は
あ
り
得
た
い
。
た
刊
、
、
責
任
準
備
金
の
運
川
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
の
財
と
交
換
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、

一
五
ふ
ま
で
も
た
〈
、
資
本
ー
の
投
下
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
既
に
、
保
険
料
を
の
も
の
に
就
て
の
有
山
梨
で
は
な
い
。

保
険
棚
橋
に
於
け
る
資
本
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第
二
の
系
統
に
就
て
も
、
始
鞘
忙
貨
幣
の
現
は
れ
る
と
と
は
牧
山
祉
の
寅
現
で
あ
り
、
終
附
胡
に
勢
務
の
現
は
れ
る
己
と
は
費
用
り
玄

柑
酢
を
意
味
す
る
。
己
白
鞘
に
於
て
は
・
第
一
の
系
統
と
相
具
る
3

と
こ
ろ
が
た
い
。
然
し
乍
ら
、
己
の
揚
合
に
あ
り
で
は
、
収
谷
は
隈

に
収
入
た
る
に
止
ら
十
、
本
来
の
意
味
に
於
て
然
る
の
で
あ
る
。

蓋
し
、

そ
れ
の
う
ち
に
、

企
業
の
刺
澗
が
含
ま
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
収
径
の
賞
現
が
、
他
耐
に
於
て
資
本
の
調
達
た
ら
び
に
投

F
た
る
こ
と
J
E
ふ
ま
で
も
た
い
。
而
か
も
、
資
本
の
投
下
は
、

モ
れ
が
持
務
へ
の
移
b
行
き
に
於
て
交
換
に
よ
る
の
貼
か
ら
、
本
来
の
意
味
忙
於
て
と
れ
を
汚
へ
る
己
止
が
同
来
千
う
。

五

右
に
港
e
へ
来
り
た
る
と
己
ろ
に
よ
り
て
、
我
々
は
保
険
に
於
け
る
資
本
白
循
環
は
、
い
づ
れ
白
系
統
に
あ
り
て
も
、

一
般
の
そ
れ

と
相
異
り
て
、
牧
接
白
賞
現
が
、
同
時
に
資
本
の
調
達
な

ιぴ
に
投
下
で
あ
る
と
云
ふ
、
煩
る
奇
異
友
る
性
質
を
知
り
得
た
の
で
あ

る
。
お
よ
そ
資
本
の
調
達
友
ら
び
に
投
下
は
、
そ
れ
の
悶
牧
に
封
江
ず
る
概
念
で
あ
る
。
己
の
一
刑
者
が
、

一
聯
白
閥
係
に
結
ぴ
付
〈

己
と
が
資
本
の
循
環
に
外
在
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
保
険
に
あ
り
で
は
、
と
の
結
び
付
き
が
左
い
。
保
険
料
(
純
保
険
料
な
ら
び
に
附
加
保
険
料
)
は
、
い
づ
れ
の
系
統
に
於
て

も
、
資
本
白
調
達
友
ら
び
に
投
ト
と
し
て
、
始
貼
に
現
は
れ
る
。
然
る
忙
、
終
貼
に
あ
り
で
は
、
資
本
は
、
第
一
の
系
統
に
あ
り
で
は

保
険
金
、
第
三
の
系
統
に
あ
り
で
は
保
険
の
惜
労
務
の
形
を
取
る
o

己
れ
ら
が
資
本
の
岡
牧
に
あ
ら
ざ
る
己
と
、
五
ふ
ま
で
も
な
い
。

蓋
し
い
づ
れ
も
企
業
に
取
り
で
は
支
出
た
る
か
ら
で
あ
る
。

い
ま
、
資
本
の
岡
牧
が
、
牧
人
た
る
の
貼
に
の
み
着
目
す
れ
ば
、
保
険
料
は
、
い
づ
れ
の
系
統
に
あ
り
て
も
と
れ
に
該
首
す
る
。

斯
る
結
果
と
し
て
、
資
本
の
調
達
な
ら
ぴ
に
投
下
た
る
も
の
が
、
同
時
に
資
本
の
同
牧
た
る
白
矛
盾
を
生
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。
期
〈

し
て
保
険
に
あ
り
で
は
、
資
本
の
循
環
は
、
乙
れ
を
資
本
の
調
達
な
ら
ぴ
に
投
下
と
そ
の
岡
牧
と
の
、

↑
聯
の
結
び
付
吉
と
見
る
を

• 
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得
ー
干
、
そ
れ
は
、
資
本
の
形
成
と
そ
の
分
解
と
の
一
聯
の
結
び
付
き
と
、
考
ふ
る
の
外
な
き
と
と

L

な
る
。

い
士
、
保
険
に
於
け
る
資
本
の
循
環
を
、
さ
き
に
述
べ
た
る
が
如
者
意
味
に
於
て
、
牧
篠
山
責

現
と
費
用
の
支
排
と
の
結
び
付
き
と
見
る
・
と
す
れ
ば
、
前
者
は
資
本
の
形
成
で
あ
り
、
後
者
は
資

本
D
分
解
で
あ
る
。
こ
の
己
と
は

一
般
の
資
本
の
循
環
が
、
費
用
の
支
排
と
収
集
白
費
現
、
資

〉
G' 

陸型E窒|→直~o~~1

本
白
調
達
な
ら
び
に
投
下
と
そ
の
岡
牧
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
結
び
付
き
左
し
で
理
解
せ
ら
れ
る
と
と

i
t
r
k
し
く
封
臆
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
上
の
如
イ
に
一
市
す
と
と
が
山
刊
来
ゃ
う
。

穴

右
に
述
べ
来
り
た
る
と
こ
ら
に
よ
り
て
、
私
は
、
保
険
に
於
け
る
資
本
の
循
環
の
特
性
を
明
か

に
し
、
こ
れ
を
一
般
の
場
合
と
比
較
し
た
の
で
あ
る
。
保
険
の
本
質
の
斯
〈
の
如
き
把
握
に
就
て

は
‘
寡
聞
に
し
て
、
未
だ
己
れ
を
見
な
い
。
た
ピ
一
部
の
皐
者
に
於
て
、
と
れ
忙
鯛
れ
た
る
も
白

が
あ
る
け
れ
ど
も
(
高
田
保
馬
、
経
掛
瞳
新
詩
、
第
一
巻
、
骨
四
章
、
第
二
節
て
そ
れ
は
私
D
見
る
と
己

ろ
で
は
、
必
や
し
も
、

乙
と
白
巳
県
相
を
捉
札
た
る
も
の
で
は
な
い
。

乙
h

に
は
と
れ
を
吟
味
す
る

G' 

W 

。

こ
と
に
よ
り
て
、
私
心
考
察
を
明
か
た
ら
し
め
た
い
。

己
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
ま
づ
一
定
白
資
本
に
よ
り
て
、
利
潤
を
生
計
手
段
が
買
入
れ
ら
れ
、
そ

れ
が
企
業
の
内
部
に
於
℃
、
生
産
に
あ
ら
ざ
る
方
法
で
、
財
と
し
て
結
合
せ
し
め
ら
れ
、
乙
れ
が

寅
ら
れ
る
正
云
ム
の
で
あ
る
。
即
ち
「
そ
の
資
本
に
よ
り
て
一
方
、
建
物
設
備
と
勤
持
と
を
、
他

静
五
十
二
巻
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観
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G 

G 

保
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に
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車
、
保
険
金
支
蹄
準
備
金
と
を
川
意
し
、

こ
れ
れ
ら
の
結
合
に
よ
り
て
保
険
金
の
友
関
と
一
五
ふ
財
を
買
る
。
そ
白
封
憤
止
し
て
受
取

る
保
除
料
の
棉
納
が
中

K
利
刊
を
合
む
」
と
し
」
ミ
な
る
。
こ
れ
が

C
I
-
-冨
出

「

l
・口、

な
る
方
式
忙
よ
り
て
現
は
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
土
り
て
知
ら
れ
る
如
く
、
資
本
の
循
環
の
始
黙
に
現
は
れ
る
貨
幣
は
、
一
ー
ム
ま
で
も
友
〈
白
己
資
本
で
あ
る
。
こ
れ
に
判

し
て
、
終
結
に
現
は
れ
る
貨
幣
は
保
険
料
に
外
な
ら
な
い
。
邸
ち
、
保
険
金
の
支
梯
び
と
云
ふ
財
が
、
自
己
資
本
に
よ
り
て
獲
得
せ

ら
れ
、
そ
れ
が
保
険
料
と
交
換
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
保
険
に
あ
り
で
は
、
資
本
の
一
循
環
は
、

一
般
の
場
合
に
比
し
て
、

財
の
獲
得
の
技
術
過
程
に
於
て
異
る
の
外
は
、
別
段
の
差
異
が
あ
る
諜
で
は
左
い
。

相
時
て
、
保
険
金

E
、
そ
白
文
悌
ひ
の
持
務
に
着
目
し
て
財
と
見
る
と
し
て
も
・
そ
れ
は
自
己

J

荒
木
に
よ
り
て
獲
得
せ
ら
れ
た
も
の

で
は
泣
い
。
〈
り
返
し
漣
ぷ
る
が
如
〈
、

モ
れ
は
、
純
保
険
料
に
よ
り
て
賄
は
れ
る
u

換
言
す
れ
ば
、
保
険
金
は
、
保
険
料
の
鰐
化

(〈
E
E
骨
E
品
)
た
る
も
の
忙
外
な
ら
た
い
。
四
躍
の
本
質
は
、
斯
く
の
一
如
き
機
構
に
、
己
れ
を
求
め
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

然
し
乍
ら
、
乙
の
本
質
が
、
事
業
と
し
て
現
賓
に
資
ら
さ
れ
る
に
就
て
は
、
企
業
に
於
け
る
、
保
険
の
特
務
井
一
名
付
け
ら
れ
る
と
己

ろ
の
、
操
作
を
媒
介
と
す
る
。
こ
れ
が
た
め
心
粧
品
H
が
、
附
加
保
険
料
と
自
己
資
本
と
に
よ
り
て
、
賄
は
れ
る
の
千
あ
る
。

そ
れ
枇
忙
自
己
資
木
の
一
開
化
た
る
も
の
は
、
保
険
り
持
務
白
外
に
は
と
れ
を
求
め
る
こ
と
が
山
内
来
友
い
。
沿
よ
そ
、
財
の
提
机
は

具
般
的
に
は
、

そ
れ
丈
け
と
し
て
一
つ
の
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
概
念
的
に
は
、
財
そ
れ
白
欄
と
、
平
れ
の
提
供
心
持
務
と
に
分

も
て
、
己
れ
を
考
ふ
る
と
と
不
可
能
で
は
在
い
。
保
険
に
あ
り
て
は
、
己
の
両
者
の
開
化
の
源
泉
は
、
ぞ
れ
ぞ
れ
別
個
む
も
の
で
あ

る
。
曲
ち
前
者
に
就
て
は
純
保
険
料
に
、
後
者
に
就
て
は
附
加
保
険
料
な
ら
び
に
自
己
資
本
に
、
己
れ
れ
γ
求
め
る
と
と
が
州
来
る
。



¥ 
¥ 

斯
く
の
如
〈
に
し
て
、
保
険
に
於
け
る
資
本
の
街
壌
は
、
二
つ
の
系
統
の
も
と
に
J
而
か
も
そ
れ
ぞ
れ
不
可
分
む
も
の
と
し
て
、
こ
れ

伊
一
考
察
し
得
る
の
で
あ
り
、
己
れ
ら
を
一
つ
の
系
統
に
纏
め
る
こ
と
は
、
却
て
理
解
を
凶
難
た
ら
し
む
る
の
み
で
あ
る
。

い
士
、
偲
り
に
こ
白
献
を
許
し
て
、

一
つ
の
系
統
の
も
と
に
理
解
す
る
と
し
て
も
、
右
の
見
解
に
は
根
本
的
た
る
課
謬
が
あ
る
。

手
も
そ
も
、
資
本
白
循
環
に
あ
り
て
、
そ
の
始
射
に
現
は
れ
る
と
と
ろ
は

般
1<: 

一
方
に
於
て
は
費
用
白
支
耕
、
他
方
忙
於
て

は
資
本
白
調
達
在
ら
び
に
投
下
で
あ
り
、

己
れ
に
針
し
て
終
賦
に
現
は
れ
る
と
己
ろ
は
、

一
方
に
於
て
は
牧
谷
の
賓
現
、
他
方
に
於

て
は
資
本
の
岡
牧
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
右
白
見
解
に
よ
れ
ば
、
自
己
資
本
は
費
川
と
し
て
支
緋
せ
ら
れ
、
若
〈
は
資
本
と
し
て
調
達

投
下
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
、
後
に
保
険
料
の
形
を
取
り
て
、
収
ハ
骨
の
賓
現
と
し
て
、
若
し
ぐ
は
、
資
本
の
問
牧
v
と
し
て

現
は
れ
る
と
と
i

、
な
る
。

保
険
料
の
受
取
り
が
、
牧
益
。
賓
現
た
る
こ
と
は
、
同
抗
日
友
き
と
こ
ろ
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
、
自
己
資
本
が
費
用
と
し
て

支
地
問
せ
ら
れ
た
お
結
果
で
は
な
い
。
費
用
は
本
来
、
牧
径
の
う
ち
に
融
け
入
る
。
詳
言
す
れ
ば
、
収
縮
は
、
費
川
の
一
輝
化
し
た
る
も

の
h
A

提
叫
叫
に
よ
り
て
、
そ
の
封
偵
と
し
て
賓
現
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
い
ま
保
険
料
を
、
保
険
金
の
支
梯
ひ
と
云
ム
財
の
封
筒
L
G
見

る
と
し
て
も
、
己
の
財
は
、
決
し
て
、
自
己
資
本
の
開
化
た
る
も
の
で
は
な
〈
、
む
し
ろ
逆
に
、
そ
の
針
慌
た
る
と
と
ろ
の
、
保
険

料
の
時
化
で
あ
る
。

己
の
と
と
は
、
根
本
的
に
は
保
険
料
を
以
て
、
保
険
金
支
排
ひ
の
封
僚
と
考
ふ
る
を
得
ざ
る
己
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
故
に
、
保

険
料
を
収
錠
正
見
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
極
め
て
特
殊
の
意
味
に
於
て
む
あ
り
、
そ
れ
が
牧
入
た
る
の
故
に
図
る
。
と
こ
ろ
で
、
保

喰
に
あ
り
で
は
、
資
本
白
循
環
は
、
自
己
資
本
と
与
も
に
、
保
険
料
の
受
取
り
に
始
ま
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
、

一
般
の
揚
合

と
相
異
り
て
、
牧
議
白
賓
現
よ
り
費
用
の
支
緋
へ
の
移
り
行
昔
、

と
考
へ
ら
れ
ざ
る
を
得
な
い
。

棋
院
棚
椿
に
於
け
る
安
本

骨
五
寸
二
巻

y、
七

事一一一親

O 



保
険
槽
構
に
於
け
る
費
本

弾
五
十
二
巻

= 
r、
F、

第
三
挽

O 
四

資
本
の
調
達
た
ら
び
に
投
下
と
、
そ
の
同
牧
に
就
て
も
、
同
様
の
考
察
が
可
能
で
あ
ろ
。
い
ま
、
保
険
料
の
受
取
り
を
、
資
本
の

岡
牧
と
見
る
と
し
て
も
、
そ
れ
が
自
己
資
本
の
調
達
な
ら
び
に
投
下
と
、
一
聯
の
結
び
付
き
を
持
た
ざ
る
己
と
、
既
忙
明
か
で
あ
る
。

作
険
金
の
文
排
ひ
と
云
ム
財
が
、
保
険
料
に
封
し
て
提
供
せ
ら
れ
、
こ
れ
を
資
本
の
岡
牧
と
見
る
己
と
が
出
来
て
も
、
そ
れ
は
、
決

し
て
、
/
自
己
資
本
の
械
化
た
る
も
の
と
し
亡
、
そ
れ
白
調
達
た
ら
び
に
投
下
の
結
岡
市
と
し
て
の
み
、
獲
得
せ
ら
れ
た
詩
で
は
な
い
。

む
し
ろ
溜
に
、
そ
の
大
部
分
は
、
保
険
料
心
開
化
た
る
も
の
と
し
て
、
そ
れ
の
調
達
な
ら
び
に
投
下
の
結
果
で
あ
る
。

が
ぐ
の
如
く
に
し
て
、
右
の
見
解
に
基
く
た
ら
は
、
保
険
料
の
一
受
取
り
は
資
本
の
悶
牧
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
や
が
て
資
本
の
調
迷

た
ら
び
に
投
下
主
考
へ
ざ
る
を
得
左
い
、
と
云
ム
矛
盾
を
生
宇
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
保
険
に
あ
り
で
は
資
木
の
循
環
は
さ
き

に
述
べ
た
る
が
如
く
、
と
れ
を
資
本
心
形
成
と
そ
の
介
解
と
の

一
聯
む
結
び
付
き
と
し
て
、
理
解
せ
ぎ
る
を
得
な
い
で
あ
ら
う
。

七

捕
時
て
、
資
本
の
循
環
を
、
費
用
の
支
排
と
牧
ハ
惟
の
貫
現
、
ま
た
は
、
資
本
の
調
達
な
ら
び
に
投
下
と
そ
の
同
般
の
結
び
付
き
と
し

て
考
察
す
る
己
と
は
、
企
業
の
技
術
過
程
を
、
商
品
性
の
寅
現
と
見
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
利
潤
の
一
渇
求
と
云
ム
企

業
の
意
聞
に
着
目
す
る
た
ら
ぽ
、
そ
れ
は
資
本
心
循
環
で
あ
る
が
、
そ
れ
白
技
術
過
程
?
の
途
行
と
云
ム
、
企
業
の
操
作
巨
着
目
す
る

友
ら
ば
、
そ
れ
は
商
品
性
白
賓
現
に
外
た
ら
な
い
。

一
棟
、
経
済
は
頗
る
複
雑
な
る
生
活
現
象
で
あ
る
。
己
の
号
ち
に
あ
り
て
保
険
は
、
り
ツ
ト
ル
(
「
叶

F

巴
E
η
)
白
言
を
借
り
る
紅

色
ば
‘
経
済
の
合
成
産
物
で
あ
る
。
と
れ
を
商
品
性
由
貿
現
と
し
て
の
み
理
解
す
る
と
と
に
就

τ
は
、
根
本
的
に
疑
な
雪
を
得
な
い
。

金
よ
そ
商
品
は
、
貨
幣
と
交
換
せ
ら
れ
る
財
で
あ
る
。

己
れ
が
現
寅
に

有
形
た
る
と
無
形
た
る
と
は
問
ふ
と
こ
ろ
で
は
左
い
と

き
、
さ
き
に
誠
一
ペ
た
る
が
如
〈
で
あ
る
。
貨
幣
そ
の
も
の
も
貨
幣
と
交
換
せ
ら
れ
る
限
り
、
商
品
と
左
h

り
得
る
の
で
あ
る
。
然
る
に

最
初
に
述
べ
た
る
が
如
〈
、
保
険
に
あ
り
て
は
、
交
喚
は
本
来
存
在
し
得
な
い
。
若
し
こ
れ
あ
り
主
す
れ
ば
、
そ
れ
は
貨
幣
た
る
保



険
金
モ
の
も
の
で
あ
る
か
、
若
し
〈
は
保
険
金
請
求
権
‘
保
詮
.
安
全
感
左
耳
の
無
形
の
財
で
あ
る
筈
で
あ
る

3

い
士
、

こ
白
財
主
保
険
金
に
求
め
、
且
っ
そ
れ
が
貨
幣
た
る
心
賠
に
着
目
す
る
左
ら
ぽ
、
そ
れ
は
商
品
た
る
と
h

も
に
、
ま
た
保

険
料
の
封
債
で
も
あ
り
得
る
。
こ
の
こ
と
は
、

所
得
を
商
品
と
し
、
資
本
を
モ
の
債
格
と
す
る
、
ナ
イ
ト
(
明
国
・
内
宮
伺
冨
)
の
所
論

に
思
ひ
を
致
す
な
ら
ば
、
首
肯
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
保
険
金
の
み
を
商
品
、
と
す
る
は
、
車
な
る
怒
意
に
外
友
ら
な
い
。

保
険
の
商
品
牲
を
、
保
険
金
請
求
樺
や
.
保
設
や
、
安
全
感
な
ど
に
求
め
る
な
ら
ば
、
右
の
紋
賠
か
ら
は
、

一
隠
は
児
れ
得
る
の

然
し
乍
ら
加
入
者
は
、
本
来
と
れ
を
目
的
と
し
て
保
険
闘
係
に
入
る
識
で
は
左
い
。
彼
自
目
的
る
と
己
ろ
は
経
済
生
前
の
確
保
に
あ

る
。
彼
は
保
険
料
を
挑
込
み
、
保
険
事
何
の
渡
生
を
保
件
と
し
て
、
保
険
金
を
受
取
る
と
云
ム
保
険
関
係
に
よ
り
て
、
己
の
目
的
主

達
成
す
る
n

た
ピ
と
白
闘
係
を
‘
彼
と
保
険
企
業
と
の
問
の
法
律
闘
係
と
し
で
見
る
場
合
に
、
保
険
金
請
求
様
や
保
暗
証
左
ど
h

し
て

現
は
れ
、
ま
た
こ
れ
を
、
彼
の
心
理
に
立
ち
入
り
て
考
察
す
れ
ば
、
安
全
感
が
成
立
す
る
り
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
こ
れ
ら
を
商
品

と
す
る
見
解
は
、
経
例
的
考
察
と
法
律
的
若
し
く
は
心
理
的
考
察
と
を
混
同
し
た
る
も
の
と
云
ふ
ペ
き
で
あ
る
。

い
ま
、
現
論
主
経
憐
事
的
に
展
開
す
る
限
り
、
保
険
は
、
〈
り
返
し
述
べ
た
る
が
如
ぐ
に
、
資
金
旧
交
流
D
機
構
と
た
ち
ざ
る
を

得
な
い
。
己
の
場
合
に
於
け
る
技
術
過
程
は
、
云
は
立
杢
く
特
殊
D
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
資
本
の
形
成
と
そ
の
分
解
心
、

聯
の

結
び
付
き
で
あ
る
。
新
る
意
味
に
於
て
、
保
険
は
、
本
来
金
融
事
業
と
た
る
り
で
あ
る
。
己
誌
に
於
て
は
、
敢
て
商
品
性
の
貫
現
を

問
題
と
す
る
の
要
は
な
い
。
と
れ
に
就
て
は
か
つ
て
論
巳
た
る
と
と
ろ
で
あ
る
。
(
昔
と
経
済
、

一O
巻
五
瞬
、

一
二
巻
凹
腕
)

保
険
白
本
質
白
期
る
考
察
に
就
て
は
、
私
は
賞
白
と
こ
ろ
確
固
た
る
結
論
に
到
達
し
て
ゐ
る
課
で
は
な
い
。
右
に
述
べ
た
る
正
こ
ろ
は
、
私
目
今
日
抱

い
て
ゐ
る
問
題
に
劃
す
る
彊
普
ー
と
し
て
V

あ
り
、
き
た
今
後
の
理
解
の
た
拍
の
道
し
る
べ
と
し
て
ピ
あ
る
。
と
れ
に
劃
し
て
叱
豆
を
得
る
な

ιぽ
玄
と

と
に
宇
踊
で
あ
る
。

保
険
槽
椿
に
於
け
る
資
本

第
五
十
二
巻

三
八
九

停
=
一
説
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